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脚　注
1.	 研究1は大石（2005）11に基づいている。本稿
の執筆にあたり、写真の撮影者であるAさん
には再度研究成果の公開許可を得ている。本
稿では、引用文献リストに掲載する際に発表
題目の副題を省略することにより、プライバシー
保護にさらに留意した。
2.	 研究2は、著者の指導のもとに行われた東京
女子体育大学卒業研究の内容に基づいてい
る。写真の撮影者（卒業研究の著者）には、
卒業研究の内容を決定する段階から、研究成
果を本学紀要で発表したい旨を説明し、了解
を得ている。撮影者からは、大学生活と卒業
研究のよい記念となるので、実名の公表も構
わないとの許可をもらっているが、紀要編集委
員会による審査結果を踏まえて、撮影者の匿
名性を確保しプライバシーを保護するために、
当該卒業研究は引用文献リストから省略するこ
ととした。
